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こんにちは。予定されております時間よりも少しまだ早いんですけれど

も、もう委員の皆さんお揃いですのでただ今から第４回新市の議会議員の

定数及び任期検討小委員会を開催させていただきます。開会にあたりまし

て委員長よりご挨拶を申し上げます。よろしくお願いします。 
 
皆さんこんにちは。お忙しい中、また本日はものすごく暑い日でござい

まして梅雨明け宣言も出たんではないかと思いますけれども大変お忙し

い中ご出席いただきましてありがとうございます。また本日も前回等に引

き続きまして活発な議論を交わしていただき、議事進行にご協力をよろし

くお願いいたしたいと思います。 
 
どうもありがとうございました。それでは会議の進行につきまして委員

長に議長をお願いいたしたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 
 
それでは早速ではありますが会議次第に従いまして進めさせていただ

きます。なお、本日の出席委員は１０名全員出席であります。小委員会規

定第５条第２項の規程の３分の２以上の委員の出席がございますので、本

日の会議は成立しておりますことをまずもってご報告いたします。 
引き続きまして会議次第３番の本日の会議の会議録署名委員を指名さ

せていただきます。貴志川町竹村広明委員、粉河町柳本益代委員、以上の

委員さんにお願いいたしたいと思います。よろしくお願いいたします。 
協議事項に入る前に事務局から発言を求められていますので、これを許

したいと思います。事務局お願いします。 
 
合併協議会事務局の総務課の栗山です。失礼いたします。６月１５日に

開催されました前回のこの小委員会におきましての定数につきましての

私の答弁につきまして、６月１６日付けで訂正文書を各委員宛に送付させ

ていただきましたが、このことにつきまして発言をお許し願いたいと思い

ます。質問の要旨につきましては、１回目の議員定数及び２回目以降の議

員定数を協議により決定した場合、２回目以降の議員定数についても新市

において拘束力があるのか、といったご質問の内容でございましたが、そ

れに対する私の答弁は、協議により２回目以降の議員定数を決定しても新

市において拘束力はないと、新市の議会において議員定数の変更を議決す

ることになると申し上げました。この答弁につきまして委員会終了後にお

きまして、ご指摘等がありまして検討の指導も仰ぎ、再度調査をいたしま

したところ、先進事例等も考慮に入れますと、２回目以降の議員定数も協

議により決定することが場合によっては可能であると考えます。従いまし

て私の答弁は協議において決定されても２回目以降の議員定数は新市に
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おいて拘束力はないということで否定する内容でありましたので、これを

訂正させていただきたいと考えますので、よろしくお願い申し上げます。

以上でございます。 
 
はい、今の事務局からの訂正の発言につきまして何かご意見等ございま

せんでしょうか。はい、それでは次の会議次第第４番の協議事項に移らせ

ていただきます。新市の議会議員の定数及び任期の取り扱いに関すること

につきまして、前回原則設置選挙を適用するということが確認されまし

た。本日は議員の定数及び選挙区を設けるか否かをご協議いただくことに

なりますが、まず６月２４日に事務局から配布されました参考資料につき

まして、事務局からの説明を求めます。 
 
それでは失礼します。総務課の半田です。よろしくお願いします。６月

１５日の時に委員さんの中で人口及び面積ということの資料をできるだ

け今回の会をするまでに、次回小委員会を開催する前日じゃなくてもっと

早くほしいということでございましたので、２４日の協議会の時にお配り

させていただきました。その資料について説明させていただきたいと思い

ます。なお、本日その資料持ってこられてない方とかいらっしゃいますか。

ありましたら。 
それでは参考資料ということで１ページ、１枚めくっていただきまして

この資料ということで、まず１番目選挙区を設置した場合の議員の定数及

び１票の格差の例ということで載せさせていただいております。選挙区が

なければ別に特に問題はないんですけども、設けた場合例１，例２という

ことで、例１の場合は人口比例による議員定数、例２の場合は人口比例に

よらない議員定数ということでございます。これについて少し説明させて

いただきたいと思います。 
まず例１の人口比例による議員定数ということなんですけども、これに

つきましては各町の総人口、そして５町の人口ということで一つ例に例え

ますと、打田町の場合１５，１９４名の人口がございます。そして５町の

合計が７０，０６７人。これは平成１２年の国勢調査の人口でございます。

そして１５，１９４人をですね、トータルの７０，０６７人の人口で割り

まして、そして今度議員の定数ってなってますけども、これは地方自治法

９１条の２の人口５万から１０万の議員数が３０人ということになって

いますので、その割った数字へ３０人をかけます。そうすると選挙区で６．

５０５５ということになります。そしてその横の整数っていうことですけ

ども、端数を一応取りましてずっと計算していきますと、総トータル２８

ということになってございます。その後２名をどうするのかということ

で、この２名に関してはその端数の上位からその３０になるまでのところ



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

挙げていくという形になりますので、切り上げ順位としましては一番とし

ましては那賀町、２番目としては打田町という風な形になっております。

だから打田町と那賀町が定数のプラス１ということになりまして、人口比

例による議員の定数が７．７．４．３．９ということで一応３０人になる

ということでございます。 
それから１議席あたりの人口ですけども、これは一番高いところがです

ね、桃山町さんの２，６８０、一番低いところが打田町の２，１７１とい

うことで一応割りましたところ、１．２３４で一応１票の格差を挙げさせ

ていただいております。それから例ですけども、これはあくまでも人口比

例によらない議員定数ということで単純に３０議席を５町で割ったとい

うところでこれはあくまでも黒に塗ってるところです。そして１票の格差

は２．６２２という形になって、これはあくまでも参考ということでござ

います。議員定数の例１、２という形を１ペーシ目に挙げさせていただい

ております。 
それから次に２ペーシ以降、これにつきましては那賀５町合併協議会に

類似してる合併協議会ということで、まず２ペーシ、３ペーシ、４ペーシ

に選挙区なしの例。それから５ペーシ、６ペーシ目としまして選挙区あり

という形のところを載せさせていただいております。それでは２ペーシ、

ここでは観音寺市、香川県ですけども、３町の合併協議会でございます。

これにつきましては人口が、面積等色々見たんですけどもなかなか近いよ

うなところが少ない為、面積と人口でどちらかが近い方の人口に重きをお

いたわけです。ここにつきましては当初議員の条例定数で４９、法廷上限

数が３０人、協議によって定数として２４人になってございます。減少率

については当初のその４９人から２４人、５１パーセントの減少率という

形でここに表させていただいております。ここは当初１市５町の６町でご

ざいまして平成１５年の９月の時には６町、法廷上限数３０人、そして協

議の定数も３０人でございました。ただそれ以降３町がこの協議会から抜

けましたので、それに対して議員の数っていうのを再度検討し直して３０

人のところ２４名になったというとこでございます。 
それから次に３ページ目柏原町、他の町、兵庫県でございます。選挙区

なしの当初９６人、法廷数が３０人、それから協議による定数が３０人と

いうことで、減少率６９パーセント、選挙区なしということでございます。 
めくっていただきまして４ページで、高島地域合併協議会、滋賀県でご

ざいます。ここに関しましても人口的にはこの那賀５町と同じです。法廷

上限数も３０人、協議の定数も３０人、減少率としましては６２パーセン

ト、選挙区はなしです。それで、この資料につきましては第１回、一番下

に書いてるんですけども、第１回、２回の小委員会の資料では朽木村って

いうのが入ってなかったんですけども、今回加わってますのでその資料に
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も人口等多くなってございます。 
それから５ペーシ目、丸亀市他２町、これは香川県です。ここの場合は、

人口１０万８千人余り、それから面積が１１１．７７㎢、条例定数５６、

法廷上限数３４，協議による定数として３０人。減少率としまして４６パ

ーセント減ということでございます。選挙区ありということで２５人、４

人、５人で３４名ということで、ここにつきましては下にも書いてるんで

すけれども２番目に地方自治法９１条第７項に規定する新市の議会の議

員の定数については３０人とすると、但し新市の設置後の最初に行われる

選挙に選出される議会議員の任期に相当する期間に限り３４人とすると、

第１回目は３４人と、第２回目からは３０人とするということでございま

す。これで選挙区のその人数を見てみますと、特に２５人、４人、５人、

という形になっていまして、これにつきましては人口比例でいってるとい

うことでございます。 
続きまして最後の６ペーシ目でございますけども、鹿本地域合併協議

会、これは議員条例等見ますと那賀５町に近い、ただ人口が少ない、面積

は少しここは多くなってございます。ここにつきましては法廷上限数３０

人、それから協議による定数が３０人、減少率５９パーセントということ

でございます。選挙区ありということで１４人、４人、４人、４人となっ

てまして、ここの場合は選挙区の中には人口比例によらないということで

ございます。人口比例では山鹿市は大体１７人ぐらい、それから鹿央町は

３名ぐらいになるということで、ここの４名は人口比例によらないという

風な形をとっております。面積等もう少し近いところがあったら良かった

んですけども近いところ等につきましては、現在休止中の協議会になって

いましたので、できるだけより近いところを選ばせていただきました。以

上でございます。 
 
はい、ただ今事務局から説明のありました参考資料につきまして何かご

質問、ご意見はございませんか。 
ないようですので協議に入りたいと思います。それぞれの委員の皆様の

ご意見をいただきたいと思います。まず、議会議員の先生方から各町議会

の意見等を発表していただけたらなと思います。はい、竹村委員。 
 
貴志川町でございます。貴志川町は６月の２２日に全員協議会を開催い

たしまして、各個人議員さん一人一人の意見を聞きました。色んなご意見

があったわけなんですけども、大半が最初から一応２４，５名で大選挙区

ということのご意見が多かったと思います。それでよって貴志川町議会と

いたしましては、最初から２４名で、それと選挙区を設けないということ

で一応議決しております。以上です。 
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はい。こちらから指名してよろしいでしょうか。はい、山岡委員すいま

せんけどお願いいたします。 
 
桃山町も前回言ったとおり選挙区を設けない、それから定数につきまし

ては、最高の３０人ということで決定をしております。よろしく。 
 
はい。続きまして黒田委員よろしくお願いいたします。 
 
那賀町はですね、６月の２１日と２３日と２５日の３日間にわたって議

員全員の全員協議会を開かしていただいて、意見を諮って参りました。そ

の中において定数、議員定数については、２５名から３０名以内というこ

とで、一応幅を持たしてですねその委員に一任いたしますということでご

ざいますので、那賀町の議会の全協ではこの議員定数については２５人か

ら３０人以内ということに一応決めてございます。それから選挙区を設け

るか否かということにつきましては、議論を重ねましたけれども選挙区を

設けないという意見が選挙区を設けるよりも若干多かったということが

あるわけなんです。これは決を採っておりませんけれども、大体の意見を

集約させていただきましたらそのようになりました。それから選挙区を設

けないという一つの意見といたしましては、選挙区を設けないで、立候補

する人は自信を持って新市のために働いてくれるようにしっかりがんば

れよという意見とか、或いはまた人口が少ない町でも人物に投票してくれ

るようにしっかりがんばったらいいんじゃないかという意見があったわ

けなんです。それから選挙区を設けるという一つのことにつきましては、

新市の設置後の最初に行われる選挙に限り選挙区を設けないのは理想の

姿でございますけれども、ある合併をした自治体を我々は視察研修に訪問

した際に、選挙区を設置しないで選挙を実施したが合併協議会において決

定した建設計画等が当選議員の数によってですね、変更されたことがある

ということを聞いた訳なんです。そういう一つのことから一回目だけは選

挙区を設けて策定をしていただいた建設計画等をやはり各地区へ見守っ

ていく必要があるんじゃないかという貴重な意見もございました。次に今

回の合併はあくまでも対等合併でございますから、一回目の選挙だけは各

町ごとに選挙区、また人口数を加味するのでございましたならば一定の定

数を設けた上に人口配分として若干の議員定数をプラスする、ただし全定

数は３０名以内とするというご意見もありました。例えば各町５名で２５

名だと、人口１万人以上の３町、いわゆる貴志川町、粉河町、打田町に対

する３町に対して各１名を人口配分して全体の定数を２８名としてはど

うなというご意見もあった訳なんです。そういう一つのことから考えまし
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て選挙区を設けないで選挙をするのは理想でありますけれども、他町の状

況がわかりづらい点もあるんじゃないかとそういう一つの面もあるんじ

ゃないかという一つのことで最初の選挙だけは選挙区を設置する方が良

いのではないか、このようなやっぱり貴重な意見もあるわけなんです。そ

ういう一つのことから結論的に申しましたならば、先ほど若干申しました

とおり選挙区を設けないということであるけれども、選挙区をその設ける

ことについてもこの本日の７月１３日の小委員会で十分一つ協議しても

らいたいんだという私たち議員の生の声もございました。その那賀町の３

回の全協開いた結果が結論を申しましたけれども、そういう一つの条件付

きじゃあございませんけれども、十分一つ議論を尽くしていただいて個々

の今後の問題として憂いのないように十分一つ諮ってもらいたい、後につ

いてはその委員に一任するということでございますので、また後刻ですね

議会の今日は報告させていただきましたけれども、また他の議員さんもい

らっしゃいますので、委員の皆さん方いらっしゃいますので、このご意見

を十分聞かしていただきたいと思いますし、私の私見も申させていただき

たい。今は那賀町の議会の全協における集約した考え方だけを報告さして

いただきたいとこういう風に考えます。以上であります。 
 
はい、ありがとうございました。続きまして杉原委員よろしくお願いい

たします。 
 
はい、粉河町議会といたしましては前回も報告をしたように上限の３０

名で１回目は上限の３０名が望ましいんではないかという意見で統一し

ております。選挙区に対しましては大選挙区でいくべきであるとこれもま

た意見を一致しております。以上です。 
 
はい、ありがとうございます。 
最後に私の方から打田町の議会の中でのことを話さしていただきます。

議員の定数につきましてですけれども、結局最終的に３つに分かれた状態

といいますか、２４名程度っていうのが大多数でございます。半数以上で

ございました。後、３０名上限いっぱいっていう委員の方々もおられまし

た。また２４名でも多い、２０名ぐらいでいいんではないかっていう意見

の先生もおられました。３つに分かれた訳なんですけども、議会といたし

ましては大多数っていうのは２４名程度という形になっております。後、

選挙区につきましてですけれども、これも少数意見といたしまして１名で

はありましたけれども選挙区を１期ないし、２期設けたらどうかという意

見、やっぱり今まで皆さん出てきてる選挙区を設置した方がいいっていう

内容につきましては同じような考え方の意見ではございますけれども、大
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議長 
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多数は選挙区は設けない、大選挙区でいった方がいいんではないかって意

見が出ておりました。以上でございます。 
それでは今各町の議会議員さんの中での話をここで言っていただいた

訳なんですけれども、第５号委員さんにもお一人ずつご意見いただきたい

なと思いますのでよろしくお願いいたしたいと思います。こちらから指名

させていただいてよろしいでしょうか。松浦委員さんから申し訳ないです

けどもお願いいたします。 
 
それぞれの議会の議員さんの良識あるご意見いただきまして感銘を受

けてるところであります。要約しますと大体３０名の上限、これは上限と

してあるんだがやっぱり住民のなんて言うんですかそれを重視した数と

いうのが妥当じゃないかというようなことで、２４名なり、あるいは２５

名という線が出されたんじゃなかろうかとこのように思うとこでありま

す。そこでこの何に入ります前に実は先ほど会議冒頭課長の方からご報告

いただきました、訂正の文書いわゆる６月１６日の文書、これは確かに杉

原委員の方からおっしゃられたことに対して私の方は第２回目以降にも

新しい条例で作る定数にここの拘束力はあるんかどうかという質問に対

してのご回答とそれの訂正っていうんですか、それでした。そこで私の方

はこれ私自身の考えですが、第１回についてはあまり問題せんっていうと

お叱り受けるかもわかりませんが、第２回目以降のこれを拘束したいと。

いわゆる条例で決めるんですから、条例で決める場には議員さん、議員さ

んで決めるんですか条例は。今日この協議会を構成しているところの私ど

もの方はそれには関与できないというようなこともありまして、私の方は

特に２回目以降の定数をどうするんかと、初回につきましては幸い初回か

ら２４ないし２５でいこうじゃないかというご意見いただきまして非常

に心強く思ってるんですが、２回目以降の定数をこの協議会の中で決めま

して、これはいただきましたこれでよりますと、但し書きで云々っていう

ことが例外規定としての決定とみなされる。こうなってますんで２回目以

降を決めてきちっとここで決めていただいて第１回目についてはいろい

ろなご意見に対する応用ができるんじゃないかとこう思いますんで、５号

議員の私としてはできればこの協議会の中で２回目以降の定数をきちっ

と決めといていただきたいと、このままでずるずるっといきますと３０名

っていうご意見もあるもんですから３０名がそのままちょっといくんじ

ゃないかという危惧を持ってますんで、いろいろご意見これから賜る中で

私もその中に入って参りたいと討論に加わりたいとこのように思います。 
 
はい、ありがとうございます。松浦委員、選挙区について１回目、２回

目なんですけど、少しご意見いただけたらと思います。 
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選挙区につきましては前回のなんで大体大選挙区でやるというような

これまぁそれぞれの議会では決められておりませんが、そういうような感

じを得たもんですから私の方としては、大選挙区でやったらいいべきだと

このように思います。 
 
はい、ありがとうございました。次に津田委員よろしくお願いいたした

いと思います。 
 
桃山の津田です。選挙区、知名度の高い人と知名度の低い人と５町でい

っぺんに選挙っていうことになるんであろうと思いますけども、第１回目

だけ小選挙区でしたらどうなえな、うまいこといくんじゃなかろかいなと

私なりに考えてんですけど。そこは皆さんと意見を協議したうえの結果に

なろうと思いますけども、新市ができて議会議員のいろいろの発言、活動

状態をみて２回目以降の選挙は小選挙区じゃのうても全体で選挙したら

ええと思う。第１回目だけは小選挙区にしてもええんじゃなかろかいな、

そう考えるんですけども、いかがなもんでしょう。それで一つよろしくお

願いします。 
 
すいません、津田委員。定数のほうについて。 
 
定数は最高３０名ということでいわれておる、この定数は人口が増加し

てきたらある程度３年、５年経って新市が人口が１０万突破した時点でそ

の議員定数は変更できるんかいな、どうなえな。事務局にそういうこと教

えていただきたいと思ってるんやけど。 
 
はい、事務局の方で議員定数のことにつきまして少しご説明いただけた

らと思います。 
 
はい、議長。 
 
 
はい、事務局。 
 
人口が増えてきた時に議員定数を変更できるかっていうことなんです

けども、自治法の第９１条第２項で議員定数の上限定数規定されておりま

して、市の場合今現在該当になっておりますのが人口５万人以上１０万人

未満ということで、３０人ということになっております。１０万以上にな
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りますと、１０万以上２０万未満で３４人ということになります。ですか

らその人口が増えた時点で３４人に条例によって変更することが可能で

ございます。以上です。 
 
津田委員、よろしいでしょうか。 
 
それじゃあその１０万以上になるという期限は切ってないんやな、人口

が増えてきた時点で変更できるということで新市になって何年経ってっ

ていう期限はないわけやな。どうですか事務局さん。 
 
それはですから任期の間においてっていうことでしょうか。例えば任期

４年間の議員の任期があるわけですけども、例えばその２年後においてそ

ういうことはあんまり想定できないですけども、１０万人を超えたと、そ

の時点で変更するということでしょうか。 
 
任期が４年とあって次の次回の選挙の時に人口が７万のやつ１０万以

上に突破してきたという場合には次回の選挙は３４名にできるんかとい

うことをおたずねしたいんですけども。 
 
そういうことです。次回そのいう４年間は当然そういう任期で、任期ま

では当然それでいくわけですけど、その後の選挙においてその時点で人口

が１０万を突破してまして、条例によってそれを議会で定数の変更を議決

いたしましたらそれは３４名でいけるということになります。 
 
はい、どうもありがとうございました。 
 
はい、すいません、事務局補足ということですかね。 
 
ちょっともうご存じかと思うんですが、定数の定め方についてちょっと

おさらい的にご説明をさしていただきます。まず、自治法で決まっており

ます定数と申しますのは、定数の上限でございますので条例でその上限の

範囲内で人数を決めていただくってのが法律のまず第一点でございます。

これを変えられるのは一般選挙の時に限られてございますので、通常任期

後との選挙の時とお考えいただければいいと思うんですが、通常は４年に

一回の時しか変えられないということになってございます。で、人口が増

えた場合にどうなるのかというお話でございますが、今のところ５万から

１０万のところで上限が３０名、ですから３０名以内で条例で決めるわけ

なんですが、それが１０万超えた場合上限が３４名になるとこれは自動的
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に変わるんじゃなくって、条例を変えて初めて３４人以内に決められると

いうことでございますので、例えば２４名って決めておって１０万超えた

から３４人以内ってもういっぺん変えやんなんのかって、これは議会の方

でご協議いただいた上で変えるか変えないかお決めいただくということ

になりますので、その辺だけご説明を加えさせていただきます。 
 
よろしいでしょうか。はい、続きまして仮屋委員よろしくお願いいたし

ます。 
 
私も、定数については先ほどから皆さん方のご意見と同じような意見を

持っております。できれば２５名から３０名以内ということで一つご協議

いただいたらなとこのように思っております。それから選挙区の問題です

が、各議員さんの大半のご意見としてはもう大選挙区という風なご意見が

大多数ですが、私もいろいろとこう団体やとか、また近所の人らとの話し

合いの中でもよく出てくるんですけども、大選挙区という話もするんです

が、大半の意見としては人口も少ないそういう中で大選挙区で実施した場

合には、私の町は東の端那賀町になるんですが、貴志川町さんからずっと

桃山、打田、あたりまでは面識もない、だんだんこう最初の１回目は小選

挙区にして、１期あるいは２期の間にその各町民の交流といいますか、そ

ういうもんでなじんできた場合には大選挙区にするのがいいんじゃない

かとこのようにも思いますし、色んな町民からの意見を聞いております

と、そういう気もいたします。先ほどから那賀町の議会でも選挙区で選挙

区を設けないで立候補する人は自信を持って新市のために働いてくれた

らいいよ、或いはまた人口が少ない町でも人物に投票してくれるようにが

んばればいいんじゃないかという風な意見も出てるそうですけども、私は

これやなしに先ほどから申しておりますとおり、最初の１回はどうしても

小選挙区でやっていただいたらいいとこう思います。 
 
ありがとうございます。続きまして柳本委員よろしくお願いいたしたい

と思います。 
 
粉河の柳本と申します。私も最初は選挙区を、区で選挙をやらしていた

だいたら町民の方にもよく理解できるかなって最初は思ってましたんで

すけど、だんだんと色々な委員さんなり、皆さんにこの会へ１回１回と運

ばしていただくに連れて選挙区を設けないっていうことが大半っていう

形を先月もとらしていただいたんで粉河町ももう選挙区を設けないで定

数は３０人でっていうことで決まりましたんで、それに今も賛成させてい

ただいてます。それで先ほど津田委員さんからおっしゃられてたように２
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回目の時は人数がどうするかっていうことになってまた人口が町、町で多

少多くなり、少なくなったり変更はあると思います。その時はまたその時

でその人数の配布っていうのをできるって今事務局さんからお聞きしま

したんでそれでいいんじゃないかなと思っている次第です。以上です。 
 
はい、ありがとうございます。次に南木委員さんよろしくお願いいたし

ます。 
 
打田町の南木です。まず議員定数ですけども２４名ないし２５名ってい

うことで。それから選挙区を設けない。色々とお話をお伺いしてますと設

けていい、設けないでいい、色々とメリット、デメリットあると思うんで

すけども私としては最初から選挙区を設けないっていうことで。色々考え

ましたらどちらがいいんかっていうことでかなり迷ったんですけども、一

応設けないっていうことで自分の気持ちを決めさしていただいておりま

す。以上です。 
 
ありがとうございます。このように皆さんのご意見を伺ったわけなんで

すけれども、少し感じたことなんですけれども、選挙、合併した後の議員

の定数について合併協議会、また協議会から我々のこの小委員会にってい

う形で話を進めております。合併後の新市の議員の定数なんですけれど

も、合併した後の新市の議会において変更等はできるっていうことはあり

ます。それはその新しい市の議会の議員さんらで決定していくことなんで

すけれども、この小委員会ならびに合併協議会を最大限重視していただけ

るということで、但し書きの１回目につきましてはとかっていうような言

葉も効力を発するんではないか、これを全く無視されると新市の議会の委

員さんがそういうのをもう度外視してしまえば、全く変えられるというこ

とですけれども、ここに５町がこうして寄って協議会で決定していること

はある程度拘束力があるんではないかなと私自身は思ってます。松浦委員

さんが言われてました２回目以降についてっていうことは、まず２回目以

降っては新しい市の根本の議員さんの数を決めといてほしいと、１回目の

合併する時の選挙についてはそれは致し方ない部分あるかなという風に

私は意見を聞かしていただいた訳なんですけれども、通常議員の任期は４

年ですけれども、まず何かが起これば解散とか起これば１年でも議員は替

わることがあるわけでございまして、その時に新しい市のだから先ほどの

文章の中にも第１回目の選挙に相当する任期っていう風な書き方して、４

年とかそういう年数の明記はできないわけでございまして、その仲立ちっ

ていうのもご理解いただきたいと、また逆に津田委員さんが言われてまし

たように１０万を超えなくても今合併して７万少しの市になるわけなん
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ですけれども、８万、９万ともっと議員さんがいるんではないかと、逆に

変わらなくても多すぎないかっていう形で最近ではこの辺では那賀町さ

んの方が議員の定数を減らして選挙したという例もございますし、それに

ついても新しい市で協議していくことでありますけれどもとりあえず新

しく合併して市になってその市のふさわしい定員を、定数をまず決めてっ

ていうのがまずここの委員会ではあると思うんですけれども、今皆さんの

ご意見お伺いして、多岐に渡りというか色々様々なご意見もございます。

この皆さんのご意見を聞いて何かまたご意見等ありましたらよろしくお

願いいたしたいと思います。竹村委員、お願いします。 
 
竹村です。先ほど松浦議員さんの言われた２回目を重視した考え方って

いうのは大変いい意見だと私は思います。というのは新市の議員をいった

い何人が、新市と考えなくてですね７万の市では議員さんは何名ぐらいが

いいのかなということを考えていただいて、それを決定していただいて１

回目はただし１回目は何名とするというような考え方もいいんじゃない

かなと私は思います。大体２４名だったら７万の市では議員さん多いと思

います。私としたら。ふつう古くからやってる市だったらですね、最初は

２６名ぐらいあって徐々にこう減ってきてですね大体２０名か２２名ぐ

らいが妥当な人数じゃないかと思います。新市ですから色んなご意見もあ

ろうかと思いますのでその辺も加味して１回目の定数を決めていただい

て、それからただし１回目の選挙は何名とするというような考え方が私は

いいんじゃないかと思います。以上です。 
 
はい、ありがとうございます。他委員さんから、はい、杉原委員。 
 
ちょっとあの事務局にお伺いしたいんですけれども、先ほどから松浦委

員さん、竹村委員さんのお話もありますように私もそういう意見でありま

すけれども、その解釈の仕方がちょっと違うんかな。もう新市というより

も次の議会に際しまして何名とその２５名という２０名でも結構です、決

めて第１回目に関しましては合併当時で５町がよってできるだけ民意が

町民の皆さんの意見を先ほどから黒田委員さんもおっしゃてるように、皆

さんの意見を一人でも多く、一つでも多く反映できるように上限の３０

名、特例として３０名ということをそれでもいけるわけですね。私はその

ように定数は何名と決めて、１回目に関してはそれだけという私の粉河町

といたしましてはこまこいことを言いますとそういう形になっておりま

す。 
 
はい、他委員さんからご意見ありましたら。山岡委員。 
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はい、先ほどからお話を聞いておりますと２０名とか２５名とかってい

う話、３０名でもそうですけれどもどこを基準にしてそれを決めてるんで

すかっていうこと第一にね。今やったら桃山町、貴志川町５町ありますけ

れどもやっぱり桃山町の人は桃山町のやっぱり住民の考えがあると、結局

貴志川町、例えば貴志川町が２０名できてそれええと思うんですよ、そや

けどそういう盆のちっちゃい中で人口の多い中でね２０名やったら上が

る率は当選が多いですよ。桃山町みたいに８千、有権者６千余りその中で

２０名、勘定してみたらあの広い地域で議員がどんかえ出てきますかと。

桃山町の住民としたらいっこもその民意が吸い取られやんようになると

いう恐れもあると、私は最初から定員を３０名こういうことをうちの議会

全体がそういうことを言ってるわけでありましてね、そのどこにその２４

名とか２５名とか、例えば２０名とかいうその決まりを決めていく根拠、

できたらどっかの町が示してほしいと、お聞きしたいとこう思います。以

上。 
 
他に何かご意見ございませんか。はい、黒田委員。 
 
私、議会の方でですね那賀町は平成７年からいわゆる広域行政をやっぱ

り推進しなければいけないんじゃないかと、今後国の方針、県もさること

ながら那賀郡の行政ということを考えた場合にはいち早く広域行政とい

うものを図らなければいけないんじゃないかと、また消防組合或いは那賀

病院とかそれから市の衛生センターとか色々なことについてはもう広域

行政という一つのことからですね出発していただいておりましたけれど

も、やはり行政の立場からスリム化しなければいけないんじゃないかと、

無駄を省かなければいけないんじゃないかという一つの観点から先ほど

申しましたとおり平成７年からですね、那賀町のその合併を進めるという

一つのことから専議会を立ち上げて今日まで参ったわけなんです。そうい

う一つのことから考えてなかなかこの問題については皆さん方もその通

りであろうと思いますけれども、那賀町も特にですねこの問題について敏

感でございますので数多くの協議会を諮って皆さん方の総意を集約しな

ければいけないということで時間をかけましたけれども、なかなか最終的

にはやはり昨年当選できた３人の方々の考え方というものがどうしても

やっぱり発言できえないという一つのことがあるわけなんです。昨年も那

賀町は無投票でございましたので選挙の洗礼を受けておらないという人

のこともございました。そういうことで３人の方々のご意見を集約すると

いうことはちょっと至難の業でございましたので、先ほど申しましたとお

り、ほんの１名程度がですねやっぱり設置選挙を行えと、小選挙区という



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小さいこと考えやんと堂々とやったらええんやないかという一つのこと

に１名程度が多いように見受けられましたので私はこのような那賀町の

議会の全協の考え方ですということを発表さしていただきましたけれど

も、個人的な考え方としては私も若干申し上げましたとおり今日まで合併

のできた先進地を調査、研究をして参りました時に設置選挙したおかげで

人数が多いところの人に押しつぶされてしまったよと、せっかく小さな一

つの町の考え方をいわゆる建設計画を成し遂げて諮ったけれども消えて

しまった、そういう一つの大きなマイナスの要因があったということがで

すね、那賀町の議員の中にも数多くやっぱり頭の中にも残ってるわけなん

です。そういうことあってはいけないんじゃないかと、やっぱり地域住民

の生の声を十分反映しなければいけないんじゃないか、とそういう一つの

観点から考えてやはり初めての第１回目についてはいわゆる小選挙区制

の選挙区を設けてやった方がより身近に民意の反映ができるんじゃない

かいう一つのことがいえるんじゃないか、こういう一つの私は私なりの持

論を持ってるわけなんです。２回目からそういうことは私はすべきじゃな

いと思いますけれども、あくまでも設置選挙するということは理想の姿で

ございますけれども、現実の姿の町民が何を求めているかという初年度だ

けでもはっきり言うたら選挙区は設けて諮ってやるべきではないかと、定

数についてはまだ３０名ということはありますけれども、いわゆるスリム

化しなければいけない合併の趣旨を尊重した場合には、３０名以下でも切

ってもいいじゃないかと、２５名から３０名以内の枠を設けるから黒田委

員が行った時にはその幅を持ってそこを調整してもらいたいという幅を

持ってきておりますけれども、３０名でも多すぎるんじゃないかという一

つの考え方であるわけなんです。小さな町やさかえに選挙すればその議員

の定数、議員の数が少なくなってしまうそういう一つの小さな考え方では

ございませんけれども、そういう一人でも多くの民意を反映するためにせ

っかく今日まで建設計画をなされた、それを実践計画に、実践欄外に入っ

た時にですねそれを忘れてしまわれるようなことがあってはせっかくの

民意が反映できないんじゃないかというのが私の根本的な考え方である

わけなんです。そういう一つのことから考えてやはり個人的な立場で初め

ての１回目につきましては、いわゆる選挙区を設けてするのが本当の姿で

はないか、このようにあえて私は私なりの考え方を申しますけれども、民

主主義の原理でございますので、私も皆さん方のご意見にですね十分沿う

て参りたいという考えございますけれども、私の一個人の考え方としては

その持論には代わりはないということだけを申し伝えさしていただきた

いとこのように考えてございます。以上であります、ありがとうございま

した。 
 



議長 
（榎本喜之） 
 
委員 
（松浦猛） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ありがとうございます。他何かご意見ございませんでしょうか。松浦委

員。 
 
松浦です。黒田委員のおっしゃるとおり、私の方も実は先ほど第１回目

のお話の中でもやっぱりせっかくこう汗かいて骨折って新しい市はどう

あるべきかという論議をやって、それがどうやられていくかということは

監視する必要あるやないかと私も全く同意見ですんで、そのいわゆる定数

を決めてただし３０名と、３０名というのは何も多い方がええっていうん

じゃなしにやっぱり今まで汗かいた汗かいて皆さんが一生懸命今の現町

民の意向をくみ上げながらこの合併協議会の中で家建てていくんですか

ら、それを完全に実施していくかどうかっていうの１回目３０名でこの監

視っていう意味は悪いんですが、やっぱり議会対行政になるんですからそ

こでチェックをやっていく、そのためには３０名やむをえんのじゃないか

と１回目について、そういう気持ちでありますしそれから大選挙区をあえ

て私の方は思うんですが、色々やっぱりこの新しい市を作るについていわ

ゆる押し切れでやらされてんの違うかっていう私自身も気持ちの中には

それがぬぐい去れません。そうなって参りますと今度はいつまでもそれを

引きずっておって新しい市ができるんだろうかと、むしろこれから３０名

の選ばれた議員さんが貴志川町の、仮に貴志川町で住んでおってでも那賀

町の切畑どこにあるんかないうぐらいの、また那賀町であっても西山って

いうのはどこらかと全部知ってもらってこそ本当の市民から選ばれた議

員さんであるんじゃないかと、こういう常々議員っていうものはそうある

べきだという考えを持っておりますので、皆さん方おっしゃるように地域

の小さいとこで果たしてそのことが町民の意向が反映されるんかどうか

と、反映する努力をやっぱりやっていただきたいと、そのための議員さん

でありますし、それに報いるだけの今度は市の議員になりますと報酬面に

ついても当然それだけの手当をする必要があるんですから、私はここは一

つ議員さんが議員として新しい市の隅々までやっぱりわかってるという

ような議員であってほしいという願いも込めまして大選挙区で初回につ

いては３０名、そして後の新しい市の議員については２４ないし２５ぐら

いが、私の方はまだそれでも多いんじゃないかとこのように思うんです

が、そうあっていただきたいと思います。それからちょっとなんで１０万、

３０やって決めたんやというようなお話もこれは事務局から当然答弁あ

ると思うんですが、第１回目の資料の中にそのことが明記されております

ので、私もそれを見ながらなんしてるんですが、第１回の１４ぺーシの中

に市町村の議会の議員の定数は条例で定めると、２として市町村の議会の

議員の定数は次の各号に掲げる市町村の区分に応じ当該各号に定める数

を超えない範囲内で定めなければならないとこのいわゆる地方自治法９



 
 
 
 
議長 
（榎本喜之） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
議長 
（榎本喜之） 
 
 
 
 
 
 
 
議長 
（榎本喜之） 

１条で５万以上１０万未満の市は３０人と明記されておりますので私も

今まで、今の今までこれが当然これを重視しなくてはいかんという考えを

持って今までやってきたことも付け加えさしていただきたいと思います。 
 
ありがとうございます。他ご意見ないでしょうか。 
では私の方から少し、私も個人的な意見ではございますけれど。先ほど

山岡委員の方から２４名とか２６名とか２２名っていう根拠はっていう

こと聞かれてどっかの町の方がっていうか私個人的に自分の考えで述べ

さしていただきますけれども、今和歌山県内の市町村で市ですね、橋本市

も２０名程度、１８名かな議員さんの数は、人口で４万ちょっと５万弱や

と思います。海南市が２２名それも５万超えてないと思います。田辺市で

も２０名。っていう形で今現在ある市を見てもその法律の方が変わってな

いんで３０名以内でっていうことで上限は同じ数で大体、５万以下のとこ

ろはまた違うんですけれども、決めてきてる中で今度新しくできる市が７

万であったらどれぐらいの議員さんがふさわしいんかなという自分の観

点で私の考えとして２４名程度かなっていうことをいわさしていただき

ました。ただ今回は合併するという特別な理由がありますので色々とまた

考え方も違うんだと思いますけれども、私の意見としてはそういう形でご

ざいます。 
他何か委員さんの方でございませんでしょうか。なければすいません、

ここで少し休憩の方とらしていただきたいと思います。３５分まで、１０

分ぐらいですか、それでは４０分までの休憩ということでよろしくお願い

いたしたいと思います。 
 

（休憩 午後２時２７分） 
（再開 午後２時４０分） 

 
皆様方から何かご意見等ございませんでしょうか。ないようでございま

すので、ここでお諮りいたしたいと思います。今まで様々なご意見等、選

挙区、定数についてだしていただいております。本日につきましては様々

なご意見等が出て参りましたので議員の定数及び選挙区を設けるか否か

の協議につきましては継続審議という形でさしていただきたいなと思い

ますけれども、ご異議等ございませんでしょうか。 
 
「異議なし」の声あり。 
 
ありがとうございます。異議なしということでございますので継続審議

といたしたいと思います。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
事務局 
（ 総 務 課 長 

栗山房大） 
 
 
 
議長 
（榎本喜之） 
 
 
 
 
 
 
一同 
 

それでは会議次第第５番のその他でございますけれども、委員の皆様か

ら何かございませんでしょうか。 
ないようですので、会議次第６番の次回開催日程等につきましてでござ

いますけれども一応当委員会でもスケジュール案について、スケジュール

について決定いたしておりますので、８月の最初のスケジュールを守るた

めにも、少し早い日程で開催させていただけたらなと思うんですけれど

も、皆様から何かご意見ございませんでしょうか。 
私の方からまず全員揃いやすい日といいますか、７月２９日の合併協議

会終了後開かしていただくという案を出させていただきたいと思うんで

すけれども、皆さんどうでしょうか。２９日、合併の協議会の方が今回は

打田の方で開かれると思うんですけれど、それの会議の終了後という形で

開かして、場所につきましては打田のホール田園っていうことです。会議

の部屋等につきましてはまだ詳細はどうでしょうか。後日連絡という形に

いたしますか。事務局。 
 
事務局よろしいですか。今話し出ましたんで、会議室等の準備はもちろ

んしてないんですけれども、そういう小さい会議室用意することができま

したらもちろんやりますし、もしできない場合はその会場でですね、ちょ

っと縮小しまして、会議を行うことも可能かと思いますので結構だと思い

ます。 
 
はい、それでは次回開催日程ですけれども、７月２９日ですね、合併協

議会終了後打田町のホール田園、もしくはその他会議室という形で開催さ

せていただきたいと思います。 
これで本日の日程は全て終了いたしました。なお、小委員会規程第６条

の規定に基づきまして本日の小委員会の審議の経過及び結果につきまし

ては７月２９日の第５回合併協議会で報告をさしていただきます。皆様慎

重審議ありがとうございました。 
 
「ありがとうございました。」 

 


